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「変動期に入るタイの社会・経済・政治：
その歴史的背景と経緯から2022年を見通す」

問題提起

国士舘大学 政経学部
教授 助川成也

2022年1月27日（木）15:00-16:30
日・タイ経済協力ウェビナー
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タイが抱える３つの困難・課題
１．「コロナ禍＋少子高齢化」で停滞する経済。

－失業者増（50万人増）。失業率2.3％（21年3Q）。
貧困人口43万人増（20年）。
➡”Withコロナ”シフト（2月1日～入国者隔離免除）

－22年に高齢社会突入。29年には人口減少社会に。省
力化・自動化の流れも、技術者確保に課題。

２．不透明な「ポスト・プラユット」体制
－国民国家の力党の内紛（幹事他下院議員21人除名）
－タクシンの年内帰国発言。政権交代の場合、政策変更
リスク。

３．「米中覇権争い」時代のタイの立ち位置。
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○ASEAN主要国の経済成長率と見通し .

［ASEANの経済と新型コロナの現状］

国 実績
19年 20年

マレーシア 4.3 △5.6
フィリピン 6.0 △9.6
シンガポール 0.7 △5.4
タイ 2.4 △6.1
インドネシア 5.0 △2.1
ベトナム 7.0 2.9
（参考）日本 0.0 △4.6
（資料）各国統計、IMF世界経済見通し（22年1月。*は21
年10月）。21年のベトナム、シンガポールは速報値。

見通し
21年 22年
3.5 5.7
4.6 6.3
7.2 3.2*
1.3 4.1
3.3 5.6
2.6 6.6*
1.6 3.3

①オミクロン株による移動制限強化。エネルギー価格上昇と供給網混乱
で予想を上回るインフレが広範に発生。
②新型コロナ禍で積みあがった新興国債務残高が、先進国の政策金利引
き上げで、金融の安定性、資金フロー、通貨・財政にリスク。
③2回のワクチン接種率は、高所得国で約7割、低所得国で4％未満。新
型コロナの新しい亜種発生で、時計の針を戻すリスク。

▼2022年の世界経済：
4.9％（21年10月）➡4.4％（▲0.5％下方修正）

IMF世界経済見通し
（22年1月改訂版。1月25日公表）

ポイント



4［ASEANの新型コロナの感染現状］

（資料）Johns Hopkins Coronavirus Resource Center

ASEAN各国の週間新規感染者数/100万人
（21年7月～22年1月24日）

国 回数別接種率
（％）

ブース
ター
接種率2回 1回

マレーシア 78.4 1.1 33.9
フィリピン 33.6 16.9 5.7
シンガポール 87.1 2.8 55.5
タイ 68.4 5.9 15.8
インドネシア 43.8 20.5 n.a.
ベトナム 73.3 6.7 n.a.
(参考)日本 79.1 1.3 2.3

▼ワクチン接種状況（1/27確認）

デルタ株 オミクロン
株
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（資料）The State of Southeast Asia:2021

（調査名）The State of Southeast Asia: 2021 Survey Report
（調査国）ASEAN加盟10カ国の1,032人（①学界/研究、②ビジネス/金融、③政
府、④市民社会/NGO/メディア、⑤地域/国際組織

（調査期間）2020年12月18日～2021年1月10日

Q：東南アジアで最も影響力のあ
る経済力を持つ国・地域組織
は？

［ASEAN市民に対する世論調査］

大国に対する信頼度

注：「そう思う」、「大変そう思う」の合計。

ASEAN タイ
1位 日本 67.1% 日本 64.8%
2位 EU 51.0% EU 57.2%
3位 米国 48.3% 米国 39.0%
4位 インド 19.8% 中国 16.0%
5位 中国 16.5% インド 11.5%

Q：世界の平和、安全、繁栄、統
治への貢献するため「正しいこ
とをする」と思うか？

東南アジアでの影響力

ASEAN タイ
1位 中国 76.3% 中国 84.7%
2位 ASEAN 9.8% 米国 5.3%
3位 米国 7.4% ASEAN 4.6%
4位 日本 4.4% 日本 3.8%
5位 EU 1.3% 豪州 0.8%
6位 韓国 0.6% EU 0.8%
7位 豪州 0.3% インド 0.0%
8位 インド 0.1% 韓国 0.0%
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講演

それでは
ご講演

よろしくお願いいたします。
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